
三江線実験
最 終 結 果
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に２‐ＪＲ洒朝赫麒斎臓謝一師引誂鶏森には姉ど“

増便社会実験の最終結果を、沿線市町の担

当者 らに示す 」R西日本米子支社総務企画
課の国森浩担当課長 (左)=島 根県川本町
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目
的
に
昨
年
１０
月
か
ら
３

カ
月
間
実
施
し
た
代
替
バ

ス
に
よ
る
増
便
社
会
実

験
の
利
用
者
数
の
最
終
結

果
を
発
表
し
た
。，
各
月
の

１
便
当
た
り
の
利
用
者
数

は
３
～
４
人
台
と
低
調
に

終
わ
り
、
Ｊ
Ｒ
側
は

「潜

在
需
要
は
あ
ま
り
な
か

っ

た
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得

な
い
」
と
厳
し
く
評
価
し

た
。
　
　
一　

　

・

結
果
に
よ
る
と
、
島
根

県
川
本
町
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
を

一
時
休
止
し
た

‐２
月
が
１
便
当
た
り
４

・

２
人

（１
日
２３
便
）
で
、

１０
、
Ｈ
月
の
３
人
台

（同

‐７
便
）
か

〓ら
微
増
。
島
根

中
央
高

（川
本
町
）
の
登

校
時
間
帯
ゃ
川
本
小
（同
）

の
下
校
時
間
帯
の
便
で
は

利
用
が
１０
入

を
超
え
た

が
、
ほ
と
ん
ど
の
便
が
１

桁
に
と
ど
ま

っ
た
。

列
車

（１
日
１７
便
）
を

含
め
た
調
査
で
は
、
１０
月

が
１
日
平
均
３
１
５
人

（列
車
２
０
０
人
、
バ
ス

５５
人
）
、
Ｈ
月
が
２
８
１

人

（同
２
２Ｔ
ｌ
人
、
同
６０

人
〉
、
１２
丹
が
３
４
５
人

（同
２
４
卜
人
、
同
１
０

４
人
）
で
ヽ
２
０
１
１
年

度
の
列
車
の
１
日
平
均
２

３
６
人
か
ら
１９
ゝ
４６
晰
増

え
た
。
　
　
一

・増
便
グ
ス
の
ダ
イ
ヤ

は
、
利
用
者
ら
の
要
望
な

ど
を
受
け
て
設
定
し
た
経

緯
も
あ
り
、
同
支
社
総
務

企
画
課
の
国
森
浩
担
当
課

長
は

「需
要
と
し
て
は
物

足
り
な
い
数
字
。
結
果
を

地
域
交
通
の
在
り
方
を

考
え
る
き

っ
か
け
と
し
て

ほ
し
い
」
と
指
摘
。
沿
線

市
町
と
県
が
協
議
を
始
め

た
同
線
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
の
す
み
分
け
の
議
論
を

注
視
す
る
姿
勢
を
示
し

た
。一

方
、
島
根
、
広
島
両

県
の
沿
線
６
市
町
で
つ
く

る
同
線
活
性
化
協
議
会
の

勝
部
学
事
務
局
長
は

「沿

線
地
域
の
盛
り
上
が
り
も

不
足
し
、
厳
し
い
結
果
に

終
わ

っ
た
。
今
後
、
活
性

化
策
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
話
し
た
。


